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個人情報保護マーク 

 

滋賀県レイカディア大学同窓会 

 

定期総会議案書 
 

日 時 ５月２１日（水） １３：３０～１４：４５ 

 

受 付 １３：００ ～ 

 

場 所 滋賀県立長寿社会福祉センター 

 

会 場 滋賀県レイカディア大学 

草津キャンパス大教室 

 

 

 

 
 
 
 



 

所属支部 受章者氏名 卒校 卒期 学  科 生年月日 住　　　所

(白寿） 2名

大津 藤井 周三郎 草津 25 文芸 昭和2年9月23日 大津市

湖東 森野 久章 米原 17 園芸 昭和2年12月12日 愛荘町

（米寿） 28名

大津 岡田 富士男 草津 29 文芸 昭和13年7月12日 大津市

大津 相田 隆義 草津 22 生活科学 昭和13年7月24日 大津市

大津 椿井 文子 草津 25 生活科学 昭和13年9月16日 大津市

大津 目片 智子 草津 26 園芸 昭和13年4月13日 大津市

大津 井村  雅胤 草津 22 園芸 昭和13年2月10日 大津市

草津・栗東 今井 洋 草津 23 園芸 昭和13年1月14日 草津市

草津・栗東 高田 藤吉 草津 28 園芸 昭和13年4月26日 栗東市

草津・栗東 中嶋 理文 草津 24 スポレク 昭和13年12月6日 栗東市

草津・栗東 小林 正達 草津 32 園芸 昭和13年12月12日 草津市

甲賀・湖南 村上 幸一 草津 23 スポレク 昭和13年3月9日 湖南市

甲賀・湖南 鵜飼 力男 草津 21 生活科学 昭和13年3月25日 甲賀市

甲賀・湖南 鈴木 勲 草津 21 スポレク 昭和13年5月15日 甲賀市

甲賀・湖南 山中 孝子 草津 22 生活科学 昭和13年8月18日 甲賀市

近江八幡 城下 耕一 草津 23 文芸 昭和13年1月5日 近江八幡市

近江八幡 中村 彦兵衛 米原 27 文芸 昭和13年2月21日 近江八幡市

近江八幡 川瀬 治彦 米原 31 スポレク 昭和13年6月21日 近江八幡市

近江八幡 澤田 ゆり子 米原 24 スポレク 昭和13年6月24日 近江八幡市

近江八幡 糠塚 弘 米原 24 スポレク 昭和13年8月1日 近江八幡市

近江八幡 大野田 眞 草津 27 生活科学 昭和13年9月23日 近江八幡市

中部 伊勢 昌代 米原 29 生活科学 昭和13年5月25日 東近江市

中部 山本 温子 米原 26 スポレク 昭和13年12月10日 竜王町

湖東 竹内 和美 米原 37 北近江 昭和13年3月6日 彦根市

湖東 成宮 栄一 米原 22 園芸 昭和13年5月17日 豊郷町

湖東 森野 美代子 米原 32 生活 昭和13年2月12日 愛荘町

湖東 金子 美智子 草津 34 陶芸 昭和13年6月13日 愛荘町

湖北 樋口 由起子 米原 23 スポレク 昭和13年2月5日 長浜市

湖北 坪井 幸 米原 26 文芸 昭和13年2月25日 長浜市

湖北 豊田 淑美 米原 26 スポレク 昭和13年2月18日 米原市

令和7年度　長寿者慶祝（白寿・米寿）ご芳名一覧表

（白寿昭和２年生・米寿昭和1３年生） 　　　　　　　　　



滋賀県レイカディア大学同窓会 

令和７年度（２０２５）定期総会次第 

 

１． 開会の言葉 

２． 物故者への黙祷 

３． レイカディア讃歌斉唱 

４． 会長挨拶 

５． 来賓祝辞 

６． 長寿者慶祝 

 

７． 第一部総会 

（１） 議長選出並びに議事録作成者指名 

（２） 議事 

第１号議案 令和６年度事業報告 

第２号議案 令和６年度収支決算報告及び監査報告 

第３号議案 令和７年度事業（案） 

第４号議案 令和７年度収支予算（案） 

    （３） 議長降壇 

   ８. 参考資料 

９． 第二部  15：00～ 

記念講演  並河 孝 様 『 軽度認知障害の予防 』 

 

   １０. 閉会の言葉 

 
 
 
 
 
 

-１- 



第１号議案 

Ⅰ. 令和 6 年度事業報告 

滋賀県レイカディア大学は 1978 年 7月 14 日に滋賀県老人大学校として開設し、同窓会は 1980 年 9月 22 日に創立さ

れています。1993 年に大津校舎であった滋賀県厚生会館から、現在の長寿社会福祉センター移動になり滋賀県レイカ

ディア大学に改称されました。そして 10 年後の 2003 年にそれまで大学運営を行っていたレイカディア振興財団と滋賀

県社会福祉協議会の統合に伴い、滋賀県から指定管理された滋賀県社会福祉協議会が運営する大学になっています。 

同窓会は、本部と 9支部の活動の全体像を理解して頂ける努力をしています。 

3 年後の 2028 年に開校 50 周年、そして 5 年後の 2030 年に同窓会創立 50 周年に向け、幅広い活動に実績と成果を

出しながら歩むことを目指してきました。 

 

1.会員の親睦交流活動 

同窓会本部としての親睦交流活動は、健康スポーツの取組みである「支部交流グラウンドゴルフ会」を、南北の支

部に分かれて 134名の参加を得て開催し、今後も継続を期待する声を頂きました。 

9支部が集う企画は難しい中、各支部に於いて新入会員歓迎会や新年会などの食事会を開催して親睦交流が出

来ました。本部支部共に生涯学習の取組みである各種研修活動、各支部では健康スポーツの取組みや展示会等文

化的な取組みにも活動実績として残せました。 
 

２.地域活動、ボランティア活動 

本部の取組みとして「第 16回地域活動事例発表会」を開催し地域社会に貢献をしている姿を披露出来たのと、同

窓会創立記念日の取組みである「湖畔公園の一斉清掃活動」、県文化スポーツ部要請の「びわ湖マラソン 2025」ボ

ランティア活動に取組みました。 

更に滋賀県文化スポーツ部国スポ・障スポ大会局要請の「第 79回国民スポーツ大会・第 24 回全国障害者スポーツ

大会」運営ボランティアの団体申請の取組みも進めました。 

9支部のボランティア活動の取組みをデータとして纏めて、同窓会の地域貢献活動の有り姿を共有することにしま

した。 
 

３.母校の発展に寄与する活動 

滋賀県レイカディア大学の発展に繋がる活動として 46期学生募集活動に取組みました。各支部クチコミ活動と 

募集案内やポスターの配布活動又、平和堂店頭にて募集チラシ配付活動を行いました。 

46期応募者の市町居住者数、応募者総数とも 45 期実績とほぼ同じ実績で募集活動に貢献出来ました。 

びわ湖ホール声楽コンサート等のレイカディア大学事務局から同窓会への参加要請には会員へ募り積極的に参加

いたしました。 

「サポートの会調整会議」を通じてサポートの会とえにしの会との、募集活動の情報共有化が出来ました。 

各支部でレイカディア美術展の監視員を担当して、滋賀県レイカディア大学に貢献出来ました。 
 

４.組織の活性化 
常任理事会出席者を増やしたことで論議の活発化ができるようになりました。 

部会長兼任であった副会長を専任化したことで、部会長の負担を軽減出来、文化的な活動を活発化させることに

繋がりました。 

更に、本部と支部の国スポ・障スポのボランティア応募に取組めることに繋がっています。 

又、臨時の支部長連絡会議も開催して、支部間の幅広い意見交換にも取り組めました。 

入会者を増やす事を目的に入会率向上を目指したが、向上した支部もあれば現状維持と後退した支部もあり、全

体では入会率は向上にならず、次年度に課題を残す結果となりました。 
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Ⅱ. 各部会の活動報告 

副会長担当 

１.2025 わた SHIGA輝く国スポ・障スポ支援検討 

  令和 7年 9月 28 日から 10 月 27日に開催される国スポ・障スポのボランティア活動に参加することになった。全 9

支部から応募を受け、県申請の国スポ、障スポ及び市町申請の国スポでの延人数は 348名となった。 
 

２.平和堂等での支部作品展の現状把握と促進 

  各地域でレイカディア大学知名度向上や学生募集に繋がる支部作品展は毎年 ７支部で開催されており、1 支部は

令和 7年度に初開催の予定である。 

 
 総務研修部会  

１.令和６年度定期総会の開催（担当高島支部） 

・日時 令和６年５月１３日（月） 

・会場 県立長寿社会福祉センター レイカディア大学草津キャンパス大教室  ・出席者数 １０７名  
 

２.第４６期生学生募集活動 

・６月１日～７月３１日の間、平和堂店舗や作品展で積極的に配布活動を行った。  

・入学者数 草津キャンパス １５４名 彦根キャンパス ６３名 合計２１７名 
 

３.「無料基礎講座」の聴講 

 ・草津キャンパス 令和７年１月１７日（金） 聴講者 ２５名 

・彦根キャンパス 令和６年１１月２２日（金） 聴講者 １０名   ・１２月１２日（木） 聴講者１０名 

テーマ  「東洋医学の養生の智慧」 

講 師  矢野 忠氏（明治国際医療大学 特任教授） 

 

 地域活動部会  

１.地域活動の継続と推進 

「美しい湖国をつくる会(通称美国会)」の環境美化運動推進事業に参加した。大津支部は小学校庭園美化活動を実 

施又、レイカディア大学同窓会の日 9月 20日を中心に９支部が湖岸・河畔一斉清掃活動を行った。 

一斉清掃活動では参加総数 243 名、回収した可燃ごみ 120 袋＋118kg と不燃ごみ 21 袋＋89kg 及び大型流木

400kgの回収を行った。 
 

２.第 16回地域活動事例発表会の開催 

11月6日に草津キャンパス大教室にて実施され、全9支部からそれぞれユニークな事例活動報告の発表があった。 

来賓として滋賀県社会福祉協議会会長等の参加を頂いた。参加者は 121 名であった。 
 

３．県文化スポーツ部からの要請による支援活動 

3月 9日に開催された「びわこマラソン」に県南部支部から８５名の参加でボランティア活動を行った。 
 

４.第 46期生地域活動体験学習ガイダンスへの参画 

46期生に対して同窓会による活動を紹介し、その後各支部ブースに分かれてボランティア活動についての説明等 

を行った。 

・ 1 月 23日 彦根キャンパスにて対象者 63名 

・ 1 月 24日 草津キャンパスにて対象者 152名 
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 広報情報部会  

１.『會報つながり第４１号』の発行 （発行：令和７年２月１日） 

・ 第 1 回広報情報部会 会議開催→事業計画、大学祭パネル作成 

開催日時 令和６年７月１１日(木) １３：００～ 於ひまわり館  

・ 第 2回広報情報部会 会議開催→「會報つながり」発行計画 

開催日時 令和６年１０月２日(水) １３：３０～ 於ひまわり館 

・ 第 3回広報情報部会 会議開催→「會報つながり」編集・確認会議 

開催日時 令和６年１２月１１日(水) １３：３０～ 於ひまわり館 
 

２.大学祭の同窓会紹介パネルの作成及び掲示  

  ・ 同窓会紹介パネルの新規作成 

  ・ 上記パネルの草津キャンパス・彦根キャンパスの大学祭に掲示 
 

 Ｈ Ｐ管理班  

１.ホームページの随時更新（128回、415 項目） 

２.同窓会入会勧誘プレゼン２０２４年度版に更新 

３.ホームページ管理マニュアル整備 
 

Ⅲ. 具体的な活動内容 

 副会長担当  

月 日 事業の概要 

10 18 第 3 回常任理事会で、県大会局より国スポ・障スポのボランティア活動の要請を受ける 

12 13 県大会局訪問 応募申請に係る詳細指導を受ける 

1 24 県大会局訪問 応募状況説明と個人情報の意見を交わす 

2 10 県大会局訪問 個人情報の取り扱いと県申請案件を提出した 

 

事務局 理事会 

 ６  ７ 

第１回理事会 藤田新会長の挨拶の中で、学長懇談会で１９７８年の開校から２０２８年には５０周 

年となる。同窓会へも会報等での情報提供依頼が有ったと報告 

・令和６年度、常任理事・理事の自己紹介 

・レイカディア振興課長 川嶋二郎様より 

学長懇談会の中で５０周年に向けて記念誌発行、講演会開催等を考えている 

 ３ ２８ 

第２回理事会 キラリエ草津 

・定期総会議案書（案）読み合せ 

・４５期生向け基礎講座「卒業後の活動にむけて」支部対応について 

 ４ １０ 
第３回理事会 ひまわり館 

・定期総会議案書（案）・（決算報告書除く）審議 理事会にて承認 その後、懇親会開催 

 

常任理事会 

 ６ 28 

第１回常任理事会 ひまわり館 

・ レイカディア振興課長 川嶋二郎様より滋賀県レイカディア美術展協力御礼 

出展数１８０作品、来場者数１１６２名、知事賞・社協会長賞１２作品は全国ねんりんピック出展 
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  ８  ２ 

第２回常任理事会 ひまわり館 

・レイカディア大学４４期生基礎講座「卒業後の活動にむけて」同窓会活動紹介実施報告 

草津キャンパス 6/14 １１９名  彦根キャンパス 6/28 74 名  

同窓会全体の説明 その後各支部別懇談会で支部活動の紹介を実施した 

各支部からは今回の企画は大変良かったとの意見が多数あり 

・レイカディア振興課長 川嶋二郎様より４６期学生募集結果報告 

草津キャンパス定員１４５名に対して１９５名の応募 

彦根キャンパス定員７０名に対して７６名の応募 

応募者平均年齢 ６９．１歳 男女比率ほぼ同率 県内１９市町全てから応募が有った 

8/8 草津キャンパス、8/9 彦根キャンパスで公開抽選を実施する。 

 10 １８ 

第３回常任理事会 ひまわり館 

・県庁より国スポ・障スポ大会局、びわ湖マラソン大会実行委員会事務局からボランティ説明及び 

参加要請あり 藤田会長より各支部で団体登録できるよう取組依頼有り 

・同窓会支部別入会者報告（後述支部別入会者参照） 

・草津キャンパス４５期生６学科の「地域活動体験学習報告会」聴講 

学生の活動もよく解り今後の参考となった。 彦根キャンパスでも聴講を希望する 

１２  ５ 

第 4 回常任理事会 ひまわり館 

・県社会福祉協議会会長 市川忠稔様より同窓会・えにしの会・サポートの会へ感謝状贈呈報告 

・藤田会長レイカディア大学運営委員会に出席し問題点等を討議したとの報告  

  2  3 

第５回常任理事会 ひまわり館 

・レイカディア大学基礎講座、びわ湖ホール声楽アンサンブルコンサート参加依頼 

・46 期地域活動ガイダンス実施 各支部での同窓会ボランティア活動の紹介 

・定期総会議案書及び同窓会参考資料作成 各々１５００部作成予定 来年度予算計上 

  ３  ６ 
第６回常任理事会 ひまわり館 

・R7年度定期総会議案書内容について意見交換 来年度の予算等の意見交換 

 

事務局事項 

支部入会者（１０月） 

 44 期卒業 入会者 率 

 

  

 

44 期卒業 

 

入会者 率 

 
大津支部 59 

 
42 71.2  中部支部 15 11 73.3 

草津・栗東支部 28 21 75  湖東支部 31 21 67.7 

甲賀・湖南支部 7 3 42.9 
 

 湖北支部 11 9 81.8 

守山・野洲支部 21 9 42.9  高島支部 
 

1 1 100 

近江八幡支部 12 11 91.7  合 計 185 128 69.2 

 

総務研修部会 

4 4 第 １ 回部会  令和６年度定期総会運営最終打合せ 

7 2 第２回部会   ４６期学生募集、支部情報交換 

10 2 第３回部会  ４６期学生募集まとめ、「無料基礎講座」の聴講計画 

12 6 第４回部会   「無料基礎講座」の聴講、令和７年度定期総会の日程 

1 30 第５回部会  令和７年度定期総会の内容、4７期学生募集活動について 
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地域活動部会 

７ ５ 
第 1 回部会 レイカディア同窓会の日 ９支部計画案提示 第１６回地域事例発表会の内容等意

見交換 国スポ・障スポボランティア参加について県開催競技では本部でまとめる 

9 20 ６支部美国会（びわ湖）一斉清掃活動実施、３支部は１０月末までの間に実施 総勢２43名 

10 3 第２回部会 一斉清掃活動集約 第１６回地域活動事例発表会進捗状況及び担当役割確定 

11 ６ 第１６回地域活動事例発表会開催 草津キャンパス 参加者１２１名 

1 23.24 ４６期生地域活動体験学習ガイダンス 対象 彦根キャンパス６３名 草津キャンパス１５２名 

３ ９ びわ湖マラソンボランティア参加 大津支部 草津栗東支部 守山野洲支部 計８３名 

 
広報情報部会 

  會報つながり 

７ １１ 第１回部会 大学祭用同窓会紹介パネル作成 今年度事業計画確認 

10 ２ 第２回部会 會報つながり４１号 発行スケジュール決定  

１２ １１ 第３回部会 會報つながり４１号 編集・確認会議 

2 ３ 會報つながり４１号 常任理事会 各支部配布 32ページ ２０００部発行 

 
紹介パネル 

７ １８.19.20 彦根キャンパス大学祭 同窓会紹介パネル掲示 

７ 25.26.27 草津キャンパス大学祭 同窓会紹介パネル掲示 

 
HP 管理班 

 都度 ホームページの随時更新（１２８回、４１５項目） 

６ １０ 同窓会入会勧誘プレゼン２０２４年度版に更新 

７ １５ HP 管理マニュアル整備 

７ １７ HP 管理班会議（新サーバーでの運用状況、HP 管理規約、Google運用等） 
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第３号議案 

令和 7 年度事業計画（案） 
 
Ⅰ. 活動の基本方針 
現在の役員体制は 2年任期の 2期目であり、令和 7年度の活動の基本方針に大きな変更はありません。 

同窓会本部と９支部の活動の全体像を理解して頂ける努力を継続して行きます。 

3 年後の 2028 年に開校 50 周年、そして 5 年後の 2030 年に同窓会創立 50 周年の為、本年度も幅広い活動に実績

と成果を出しながら歩むことを目指します。 

（１）会員の親睦交流活動 

9支部が集う企画は難しい中で、各支部にて新入会員歓迎会や新年会での食事会を開催し、親睦交流活動を活発化 

し退会者を少なくすることを目指します。 

同窓会本部の交流活動である、健康スポーツの「支部交流グラウンドゴルフ大会」の継続を期待する声を頂いており、

本年度も開催を目指します。 

本部と支部共に生涯学習の取組みである、各種研修に関連する活動も活発化させます。 

研修活動と健康スポーツの活動は、親睦交流の側面もあり積極的な参加を期待します。 

(2)地域活動、ボランティア活動 

同窓会本部の取組みの「第 17回地域活動事例発表会」を開催し、地域社会に貢献し寄与します。 

同窓会創立記念日の、「湖畔公園等の一斉清掃活動」を継続して取組み、「美しい湖国をつくる会」にゴミ回収結果を

報告します。 

県文化スポーツ部要請の、「びわ湖マラソン 2026」の運営ボランティアに参加します。県文化スポーツ部国スポ・障ス

ポ大会局要請の、「第 79 回国民スポーツ大会・第 24 回全国障害者スポーツ大会」の運営ボランティアに団体登録し

参加いたします。     

令和６年度取りまとめたボランティア活動データを活かしてより活発な地域貢献活動を目指します。 

(3)母校の発展に寄与する活動 

47期学生募集活動に取組み、滋賀県レイカディア大学の発展に寄与する活動を行います。 

各支部クチコミ活動に取組み、募集案内やポスターの配布活動、又平和堂様店頭での募集チラシの配付活動を行い

ます。47期応募者の市町別居住者数は、46期応募実績と同様な結果を得られる様に努力します。 

レイカディア大学事務局要請の文化的な催し物については今年度も積極的に参加致します。 

47期募集活動は「サポートの会調整会議」に出席して「サポートの会」、「えにしの会」と情報を交換します。 

第 34回レイカディア美術展の監視員を各支部で担当して、滋賀県レイカディア大学に貢献します。 

(4)組織の活性化 

組織の活性化には、会員数を増やして行くことが大切です。 

会員数はコロナ禍前に 1500 名ラインであったことから、出来るだけ早期に 1500 名ラインに回復させ、各支部入会率

80％を目標にします。 

45 期卒業生への入会活動では、地域体験活動ガイダンスに参加を得た体験や、同窓会入会後に親睦や楽しみを期

待できること等を説明し、入会動機に繋げて入会者を増やす努力をします。 

常任理事会の出席人員を増やして運営することを継続したくご理解をお願いします。 

年度末に役員改選期となります。入学者の女性比率は年々向上し、46期入学者の女性比率は男子を上回る結果にな

っており、女性役員・理事を増やして行くことが必要です。 

各支部世代交代に繋がる様に、年度末に 80歳未満を目安として候補者選びをお願いします。 
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Ⅱ. 令和７年度各部会の活動計画 

副会長担当 
１.2025 わた SHIGA輝く国スポ・障スポのボランティア活動の実施 

  県下全地域で開催される令和 7年 9月 28 日から 10 月 27日の国スポ・障スポのボランティア活動を同窓会 

全 9支部で実施する。 

２.平和堂等での各支部作品展の促進 

  各地域でレイカディア大学知名度向上や学生募集に繋がる支部作品展では毎年 ７支部で開催されており、 

全 9支部が開催するように促進する。 

 

 事 務 局  
 １.常任理事会、理事会の運営 

  活発な意見交換、他支部との情報交換の場づくり 

 ２.各部会会議への参加 

  部会員との交流、意見交換 

 ３.４５期生の同窓会入会増加への丁寧な説明会、４７期生の地域活動体験学習相談会で理解得る説明会の実施  

 

 総務研修部会  

１.令和７年度定期総会の開催 
   ・日  時   令和７年５月２１日（水） １３:３０～１６：００ 

   ・会  場   県立長寿社会福祉センター 草津キャンパス 大教室 

   ・担当支部   中部支部 

２.第４７期学生募集応募要項の配布活動 

   ・募集期間 ６月２日～７月３１日 

３.「無料基礎講座」の聴講 

・草津キャンパス、彦根キャンパス各々で開催、日時及び講座内容は大学事務局と調整 

  
 地域活動部会  

１.地域活動の継続と拡大 
「美しい湖国をつくる会(通称美国会)」の環境美化運動推進事業に参加する。大津支部の小学校庭園美化活動及 

び 9月 20日 「レイカディア同窓会の日(同窓会設立日)」を中心に湖岸・河畔など 9支部一斉清掃活動に取り組む。 

２.第 17回地域活動事例発表会を開催する 11 月に予定 

３.県文化スポーツ部からの要請を受けた支援活動 

3月に開催される「びわこマラソン」に県南部支部中心に支援活動を行う。 

４.第 47期生地域活動体験学習ガイダンスへの参画 

 

 広報情報部会  

１.會報つながり第４２号の発行 （発行：令和８年２月予定） 

２.大学祭の同窓会紹介パネルの更新と掲示 

 

 ＨＰ管理班  

１.ホームページの随時更新（ほぼ令和 6年度と同じ） 
２.同窓会入会勧誘プレゼン最新版に更新 
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参考資料 

 

令和７年度 常任理事会出席者 

会 長 副会長 副会長 事務局長 会 計 

藤田 順一 

３７期 園芸 

小島  治 

３4 期 地域文化 

諏訪 俊雄 

37 期 北近江文化 

小石 秀司 

３9 期 地域文化 

荻原 正博 

32期 陶芸 

地域活動部会長 総務研修部会長 広報情報部会長 ＨＰ管理班長 事務局委員 

堀井  宏 

３5 期健康づくり 

一色  実 

39 期びわ湖環境 

遠藤  博 

40 期 北近江文化 

野川 篤美 

36 期 地域文化 

木村 萩女 

37期 健康づくり 

顧 問 監 事 監 事   

堀江 勇夫 

３０期 地域文化 

濱口 勝司 

３２期 地域文化 

須藤  豊 

40 期 健康づくり 
  

 

常任理事（支部長）会員数（令和７年 3月 3１日現在） 相談役 

大津支部（３１５名） 草津・栗東支（２０7 名） 守山・野洲支（１２９名） 甲賀・湖南支部（７8 名） 

一色 実 

３9 期 びわ湖環境 

小石 秀司 

３９期 地域文化 

堀井 宏 

３5 期 健康づくり 

渡辺 新治 

３9 期 陶芸 

近江八幡支部(１３９名） 中部支部（１４６名） 湖東支部（１４９名） 湖北支部（１３４名） 

荻原 正博 

３2 期 陶芸 

布施太一郎 

38 期 園芸 

廣田 由行 

３７期 園芸 

馬場 壽夫 

４０期 北近江文化 

高島支部（４２名）   外部相談役 

西澤 幸夫 

38 期 園芸 
  川嶋 二郎 

レイカディア振興課長 
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令和７年度 本部担当業務 

 役 職 氏 名 支 部 担当業務 

1 会 長 藤田 順一 大津支部 会務の代表・総括、常任理事会・理事会の議長 

2 副会長 小島  治 守山・野洲支部 総務研修部会担当、学生募集担当 

 
 

3 副会長 諏訪 俊雄 湖東支部 
地域活動部会担当、平和堂等の作品展担当 

国スポ・障スポ 

4 事務局長 小石 秀司 草津・栗東支部 
広報情報部会担当、会議運営、入会、美術展、 

組織の活性化 

5 会 計 荻原 正博 近江八幡支部 常任理事会・理事会の親睦担当 

6 総務研修部会長 一色  実 大津支部 総会、研修行事担当、親睦交流行事 

7 地域活動部会長 堀井  宏 守山・野洲支部 
事例発表会、一斉清掃、びわ湖マラソン、 

国スポ・障スポ等 

8 広報情報部会長 遠藤  博 湖北支部 会報編集、同窓会紹介パネル編集 

9 ＨＰ管理班長 野川 篤美 守山・野洲支部 本部 HP管理及び支部 HP統括管理 

10 事務局員 木村 萩女 近江八幡支部 議事録担当、会議の会場確保 

11 顧 問 堀江 勇夫 中部支部 会務の助言 

12 監 事 濱口 勝司 近江八幡支部 会計監査 

13 監 事 須藤  豊 中部支部 会計監査 

 

令和７年度 所属部会 

  支 部  総務研修部会 地域活動部会 広報情報部会 Ｈ Ｐ 管理班員 

1  大津支部 一色  実 大野 光男 小篠 伸二 大平 恭文 

2 草津・栗東支部 𠮷𠮷岡 通雄 小西 愼一 小石 秀司 田村 隆光 

3 甲賀・湖南支部 渡辺 新治 中瀬 恵子  谷  正行 

4 守山・野洲支部 中務 正人 堀井  宏 野川 篤美 芝田 三義 

5 近江八幡支部 荻原 正博 木村 萩女 大堀 和雄 川村  護 

6 中部支部 布施 太一郎 松瀬 徳之助 中野 他家子 前田 邦博 

7 湖東支部 廣田 由行 辰野  登 川口 久隆 上野 芳樹 

8 湖北支部 西嶌 正美 馬場 壽夫 遠藤  博 谷口 惣亮 

9 高島支部 西澤 幸夫 川尻 耕生 古谷 芳實 白井 與士則 
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令和７年度滋賀県レイカディア大学同窓会（常任理事会・理事会・HP 管理班） 

本部役職者 名簿一覧                                 2025/5/21 

役  職 氏  名 住  所 卒期・学科 支 部 専門部会 

会  長  藤田 順一 大 津 市 37・園芸 大 津 ３部会都度 

副 会 長 小島  治 守 山 市 34・地文 守 野 総務研修 

副 会 長 諏訪 俊雄 彦 根 市 37・北文 湖 東 地域活動 

事務局長 小石 秀司 草 津 市 39・地文 草 栗 広報情報 

会  計 荻原 正博 近江八幡市 32・陶芸 八 幡 総務研修 

常任理事 
（支部長） 

一色  実 大 津 市 39・び環 大 津 総務研修部会
 小石 秀司 草 津 市 39・地文 草 栗 広報情報 

堀井  宏 野 洲 市 35・健づ 守 野 地域活動部会
 渡辺 新治 甲 賀 市 39・陶芸 甲 湖 総務研修 

荻原 正博 近江八幡市 32・陶芸 八 幡 総務研修 

布施 太一郎 日 野 町 38・園芸 中 部 総務研修 

廣田 由行 東 近 江 市 37・園芸 湖 東 総務研修 

馬場 壽夫 長 浜 市 40・北文 湖 北 地域活動 

西澤 幸夫 高 島 市 38・園芸 高 島 総務研修 

理 事 

大野 光男 大 津 市 39・び環 大 津 地域活動 

小篠 伸二 大 津 市 39・び環 大 津 広報情報 

小西 愼一 草 津 市 39・び環 草 栗 地域活動 

𠮷𠮷岡 通雄 草 津 市 42・園芸 草 栗 総務研修 

中務 正人 守 山 市 38・地文 守 野 総務研修 

野川 篤美 野 洲 市 36・地文 守 野 広報情報 

中瀬 恵子 甲 賀 市 40・園芸 甲 湖 地域活動 

大堀 和雄 近江八幡市 4１・園芸 八 幡 広報情報 

木村 萩女 近江八幡市 37・健づ 八 幡 地域活動 

松瀬 徳之助 竜 王 町 40・園芸 中 部 地域活動 

中野 他家子 日 野 町 33・生活 中 部 広報情報 

辰野  登 彦 根 市 38・北文 湖 東 地域活動 

川口 久隆 彦 根 市 40・園芸 湖 東 広報情報 

西嶌 正美 長 浜 市 39・地文 湖 北 総務研修 

遠藤  博 米 原 市 40・北文 湖 北 広報情報部会
 古谷 芳實 高 島 市 37・地文 高 島 広報情報 

川尻 耕生 高 島 市 37・び環 高 島 地域活動 

Ｈ Ｐ管理班 

大平 恭文 大 津 市 41・地文 大 津 HP管理班 

田村 隆光 栗 東 市 41・環境 草 栗 HP管理班 

野川 篤美 野 洲 市 36・地文 守 野 H管理班長 

芝田 三義 守 山 市 41・園芸 守 野 HP管理班 

谷  正行 湖 南 市 40・地文 甲 湖 HP管理班 

川村  護 近江八幡市 35・北文 八 幡 HP管理班 

前田 邦博 東 近 江 市 40・健づ 中 部 HP管理班 

上野 芳樹 甲 良 町 37・園芸 湖 東 HP管理班 

谷口 惣亮 長 浜 市 41・園芸 湖 北 HP管理班 

白井 與士則 高 島 市 36・園芸 高 島 HP管理班 

事務局員 木村 萩女 近江八幡市 37・健づ 八 幡  
顧 問 堀江 勇夫 日 野 町 30・地文 中 部   

 監 事 
濱口 勝司 近江八幡市 32・地文 八 幡  
須藤  豊 東 近 江 市 40・健づ 中 部  

外部相談役 川嶋 二郎 草津キャンパス レイカディア振興課長 
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滋賀県レイカディア大学同窓会会則 

（名称） 

第１条 本会は、滋賀県レイカディア大学同窓会と称する。 

（会員） 

第２条 本会は、滋賀県老人大学校および滋賀県レイカディア大学（以下「母校」という。）の卒業生をもって組 

織する。 

（事務所） 

第３条 本会の事務所は、滋賀県レイカディア大学同窓会の会長宅に置く。 

（目的） 

第４条 本会は、次の活動を推進することを目的とする。 

（１）会員の親睦交流活動 

（２）地域活動、ボランティア活動 

（３）母校の存続と発展に寄与する活動 
 

（事業） 

第５条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

（１）総会及び役員会（常任理事会および理事会）の開催 

（２）母校の発展に寄与すること 

（３）会員の親睦交流に関すること 

（４）地域活動、ボランティア活動に関すること 

（５）會報の発行および広報に関すること 

（６）文化、スポーツ、健康、研修に関すること 

（７）慶祝に関すること 

（８）その他必要と認めた事業 
 

（部局の設置及び分掌） 

第６条 本会は、前条の事業を行うため、次の部局を設け分掌事項を定める。 

（１）事務局 

ア 会長を補佐し、各部会と連携をとり会務の調整に関すること 

イ 常任理事会および理事会の会議案内、司会進行、議事録作成および保管に関すること 

ウ 母校への入学募集および本会への入会に関すること 

エ その他、他の部会に属さないこと 

（２）総務研修部会 

ア 総会に関すること 

イ 慶祝に関すること 

ウ 会員の親睦交流に関すること 

エ 研修事項の策定および実施に関すること 

（３）広報情報部会 

ア 機関誌「會報」等の発行に関すること 

イ ホームページ（以下ＨＰという）の維持管理に関すること 

ウ マスメディアへのアプローチに関すること 

エ その他同窓会および会員活動等の広報に関すること 

（４）地域活動部会 

ア 地域活動、ボランティア活動の推進に関すること 

イ 会員の地域活動の調査、報告等に関すること 

ウ 行政機関等各種団体との連携に関すること 

エ 支部で実施する地域活動、ボランティア活動の支援に関すること 

オ 地域活動事例発表会に関すること 

 

 

（１） 



（支部とその区域） 

第７条 本会には、次表の支部を設け、その区域は表に掲げるとおりとする 

支部名 区域 

大津支部 大津市 

草津・栗東支部 草津市・栗東市 

守山・野洲支部 守山市・野洲市 

甲賀・湖南支部 甲賀市・湖南市 

近江八幡支部 近江八幡市 

中部支部 東近江市（但し旧湖東町・旧愛東町を除く）・蒲生郡 

湖東支部 彦根市・愛知郡・犬上郡・東近江市の旧湖東町・旧愛東町 

湖北支部 長浜市・米原市 

高島支部 高島市 
 

２ 支部は、自主的にそれぞれの支部会則を定める。但し、本部会則との整合性に配慮すること。 
 

（役員） 

第８条 本会に次の役員を置く。 

（１） 会 長       １名 

（２） 副会長       ２名 

（３） 事務局長      １名 

（４） 常任理事      ９名（各支部長） 

（５） 理 事       １８名（各支部２名） 

（６） Ｈ Ｐ管理班長    １名 

（７） Ｈ Ｐ担当者     ９名（各支部１名） 

（８） 事務局員      若干名（必要に応じて） 

（９） 会 計       １名 

（１０） 監 事       ２名 

（１１） 外部相談役       １名 

２ 役員の選任は、次による。 

（１）会長、副会長、事務局長、会計および監事は、会員の中から理事会において選出し、総会の承認を得る。 

（２）常任理事、理事およびＨＰ担当者は、各支部にて選出する。 

（３）ＨＰ管理班長は、ＨＰ担当者の中から選出する。尚、ＨＰ管理班長選出支部からＨＰ担当者を補充する 

ことが出来る。 

（４）部会長は、常任理事および理事の中から会長が推薦し、常任理事会にて承認を得る。 

（５）部会員は、常任理事、理事およびＨＰ担当者にて構成する、なお会長・副会長・事務局長および会計 

は何れの部会へも参加出来る。 

（６）事務局長は、必要に応じて会員の中から事務局員を選任することが出来る。その場合、会員の中か 

ら事務局長が指名し、会長の承認を得る。 

（７）外部相談役は、滋賀県社会福祉協議会レイカディア振興担当課長に就任を依頼する。 

（８）役員選出にあたっては、男女共同参画の提唱と定着を常に念頭に置いて行う。 

３ 役員の職務は、次による。 

（１）会長は、本会を代表し、会務を総括し、常任理事会および理事会の議長を務める。 

（２）副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときまたは会長が欠けたときは、副会長がその職務を代行す 

る。 

（３）事務局長は、会長を補佐し、各部会と連携をとり会務の執行に関する調整、事務事項のとりまとめを行う。 

（４）事務局員は、事務局長を補佐し、事務局長の指示に従って事務を担当する。 

（５）常任理事および理事は、理事会を構成するとともに、担当部会の分掌事項を推進する。 

（６）ＨＰ管理班長およびＨＰ担当者の職務は、同窓会ＨＰ運用規約に規定する。 

（７）会計は、本会の会計事務を担当する。 

（８）監事は、会計事務を監査する。 

 

 

(2) 



（９）外部相談役は、会長の要請に応じて理事会等に出席し、母校の運営状況等について報告し、かつ本会の活 

動に関し助言することが出来る。 

４ 役員の任期は、２年とする。但し、再任を妨げない。 

なお、補欠により選任された者の任期は、前任者の残余期間とする。 
 

（常任理事会および理事会） 

第９条 常任理事会および理事会は、会長が必要と認めた時に開催する。 

２ 常任理事会は、本会の運営に関する事項について協議、議決する。 

３ 理事会は、総会に付議する事項を議決するとともに、本会の重要事項について協議する。 

４ 表決については、第１０条の５項を適用する。 
 

（総会） 

第１０条 定期総会は、年１回会長がこれを開催する。 

２ 定期総会は、支部総会の後に行うことを原則とする。 

３ 臨時総会は、必要に応じて理事会の議を得て、会長がこれを開催する。 

４ 定期総会および臨時総会の議長は、出席会員の中より選出する。 

５ 議事は、出席会員の過半数により決する。但し、可否同数の場合は、議長の決するところによる。 
 

（総会への付議事項） 

第１１条 総会に付議する事項は、次のとおりとする。 

（１）会則の制定および改廃 

（２）事業報告、決算報告および監査報告 

（３）事業計画案および予算案 

（４）役員の選任 

（５）その他理事会において必要と認めた事項 
 

（顧問） 

第１２条 本会の運営に関する助言を受けるため顧問を置くことが出来る。 

２ 顧問は、本会の会長経験者の中から会長が就任を依頼する。 

３ 会長は、必要の都度顧問に理事会等への出席を要請し、本会の運営に関する助言を受けることが出来る。 
 

（経費） 

第１３条 本会の経費は、年会費、入会金および寄付金等の収入をもって充てる。 

  ２ 年会費は５００円とする。 

   但し、満８８歳以上の者および当該年度中に満８８歳に達する者については年会費を免除する。 

  ３ 新たに入会する者の入会金１，０００円（本会５００円、支部５００円）とする。 
 

（会計年度および事業年度） 

第１４条 本会の会計年度および事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

（慶事） 

第１５条 次のとおり慶祝を行う。 

（１）会員が数え年の米寿および白寿を迎えたときは、祝詞を添えて記念品を贈る。 

（２）記念品については、常任理事会で定める。 
 

（組織図、役員名簿および会議体） 

第１６条 本会は組織図、役員名簿および会議体を備え、管理する。 
 

（個人情報保護） 

第１７条 本会は、次のとおり個人情報保護を行う。 

（１）本会の活動を遂行するのに必要とする個人情報の取得、利用、提供及び管理については、 個人情報保 

護規程を定め、適正に運用するものとする。 

(2)個人情報を収集する際の文書及び収集した個人情報の下に、個人情報保護方針準拠マークを表示、貼 

付することで個別の文書が個人情報保護規程に準拠して管理されていることを表示する。 

 
（３） 



付 則 

１ この会則は、平成７年４月１日より適用する 

２ この会則は、平成８年４月１日より一部改定する。 

３ この会則は、平成８年５月１日より一部改定実施する。 

４ この会則は、平成１０年６月１１日より一部改定実施する。 

５ この会則は、平成１１年６月９日より一部改定実施する。 

６ この会則は、平成１２年６月９日より一部改定実施する。 

７ この会則は、平成１４年５月２１日より一部改定実施する。 

８ この会則は、平成１５年５月１８日より一部改定実施する。 

９ この会則は、平成１７年５月１４日より一部改定実施する。 

１０ この会則は、平成２１年５月１６日より一部改定実施する。 

１１ この会則は、平成２２年５月１５日より一部改定実施する。 

１２ この会則は、平成２３年５月１７日全部改正し、同日より施行する。 

１３ この会則は、平成２５年５月１０日に一部改正し、同日より施行し、平成２５年度の年会費から適用する。 

１４ この会則は、平成２７年５月２６日に一部改正し、同日より施行し、平成２７年度の年会費から適用する。 

１５ この会則は、平成２８年５月２６日より一部改定実施する。 

１６ この会則は、平成２９年５月１６日より一部改訂実施する。 

１７ この会則は、平成３０年５月１６日より一部改訂実施する。 

１８ この会則は、令和３年５月２６日より一部改訂実施する。 

19 この会則は、令和４年６月２日より、ＨＰ管理班長はＨＰ担当者の中から選出する。 

尚、ＨＰ管理班長選出支部からＨＰ担当者を補充することが出来ることを適用する 

20 この会則は、令和５年 5月 17日より一部改訂実施する。 

会則改訂履歴にある１８付則４１期生、４２期生について入会金１，０００円を免除するとなっている、付則を削除する。 

２1 個人情報保護規程に伴い一部改訂を挿入。 

２2 年会費と同様に入会金も納付するに変更。 

現行：３ 新たに入会する者は、入会金１，０００円（本会５００円、支部５００円）を納付するものとする。 

改訂：３ 新たに入会する者は、入会金１，０００円（本会５００円、支部５００円）とする。 

年会費と入会金は支部で徴収する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（４） 


